
こんにちは。メディセレのしゃっちょう、児島惠美子です。
ゴールデンウイークに4回目のカンボジア医療支援に行ってき

ました。初めてカンボジアに行ったのは2008年です。
毎回カンボジアの発展には驚かされます。 道端の砂埃の中で

生肉が吊るされて売っていることに驚きましたが、そうした状況
もある中で、イオンモールがプノンペンにできていました。その
中は日本と同じくとても清潔できれいでした。トイレも支援に行っ
た小学校ではびっくりするぐらい汚いままですが、イオンのトイレ
はウォシュレット付きです。

お惣菜もきれいに並んでいます。 ただ、よく見ると…… 虫で
す。道端で売っているものは食べる気がしませんでしたが、イオ
ンのお惣菜ならおいしそうに見えるではないですか！ セミ、ダン
ゴムシ、イナゴ……すみません、やっぱり無理です。ごめんなさい
（笑）。貧富の差がさらに激しくなっていると思いました。

空港には牛丼の吉野家ができていました。4ドルですので、
500円。現地の人には高級料理です。店員さんもホテルより接客
がきちんとされています。お茶は粉末茶でした。お味噌汁もイン
スタントでしたが、日本と同じ味でしたので、喜んで食べました。
そしたら……お腹壊しました（泣）。吉野家が悪いのか？ カンボ
ジアが悪いのか？ 安心した私たちが悪いのか？ 気をつけます。
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